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業 科 目 第 一 期 第 二 期
間
(10月一 3月） ( 4月一 9月）
時間 時間
日本語 ・日本文化ゼミナール 30 30 
① 日本事情（A) 32 26 
ケ） 日本の社会に関する概説 (10) 
（イ） 日本の法政に関する概説 (12) 
（ウ） 日本の経済に関する概説 (10) 
（判 各分野の諸問題 (26) 
② 日本事情（B) 50 42 
ドア） 日本文学 (20) (22) 
（イ） 日本文化 ・歴史 （風土を含む） (30) (20) 
計 82 68 
① 現代産業及び現代文化に関する参観 ・研修等 60 
② 伝統産業及び伝統文化に関する見学等 60 
③ 特別講義 30 
言十 60 90 
① 日本語概説 60 60 
② 日本語強化コ スー 240 80 
言十 300 140 
























































































京大広報 1996. 11 No. 507 
【資料 ） 
（職員旅費） 平成7年度予備的経費配分実績
区 分 金 額
1.予 算 額 36 222千円
’ 
当 初 財 源 39,104 
宣告 約 額 ム 3,071
欠員充員分 より繰入 189 
（校費）
区 分 金 額
1.予 算 額 543,418 千円
当 初 財 i原 545,012 
量百 約 額 ム21,639
欠員充員分より繰入 20,045 
2.配 分 額 543 418 



























区 分 金 額
2.配 分 額 36 222千円
(1）特 別 事業旅費 8,314 
(2）入学試験経費 1 208 
(3）各部局への補足 26 700 
区 分 金 額
(3）厚 生 中南 導 費 1,479 千円
(4）入学試験経費 21 897 
(5）本 部 運 9邑地， 費 41,177 
(6）管 理 運 戸邑u. 費 92 780 
庁舎等管理運営費 45,587 

























京大広報 1996. 11 No. 507 
（お知らせ ） 
大学院文学研究科公開シンポジウムの開催
文学研究科では大学院重点化の実現を記念して，公開シンポジウムを開催します。御来聴を歓迎します。
日時 平成8年11月30日（土）午前10時から
場所 文学部新講義棟2階講義室
内容
第 1部 (10時～13時）
創設期の京大文科一一一東洋学者群像 （司会）繭波 護教授
「狩野君山直喜」 高田時雄助教授（言語史）
「二浦周行」 藤井譲治教授（日本史学）
「内藤湖南虎次郎」 硝波 護教授（東洋史学）
第2部 （14時～17時）
西欧における表象文化一一文学と芸術の間 （司会）吉田 城教授
「レオナルドの絵に込められた謎とその謎解きの試み」
薪藤泰弘助教授（イタリア文学）
「視覚の誘惑一一「ベルセウスとアンドロメダ」説話の絵画化をめぐって」
中村俊春助教授（美学美術史）
「中世芸術とマJレセル ・プルーストの出会しり
吉田
「風景の中の運動一一ーウラジミール・ナボコフと現代芸術」
若島
城教授（フランス文学）
正助教授（アメリカ文学）
（大学院文学研究科）
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能楽鑑賞会（第40回）の開催
平成8年度能楽鑑賞会を下記のとおり開催します。
本学学生 ・教職員の来場を歓迎します。
日時平成8年12月11日（水）
午後6時30分間演
8時45分終演予定
会場京都観世会館
京都市左京区岡崎円勝寺町44
ft771-6114 
（東山仁王門を東へ約300メートル）
記
132 
演目狂言「鯛牛」茂 山千五郎
茂 山千作
他
能楽 「さ砧ぬた」 片山九郎右衛門
片山伸吾
f也
入場無料
備考：学生証又は職員証等を持参して下さい。
定員は550名先着順とします。
（学生部）
、
会
、
‘ 、
、
． 
